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今
夏
の
東
京
エ
リ
ア
の
電
力
供
給
は
、

必
要
と
さ
れ
る
予
備
率
３
％
以
上
を
確

保
し
て
い
る
も
の
の
、
厳
し
い
見
通
し
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
か
増
大
す
る
夏
と
冬
の
前
に
開
催

さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対

策
推
進
会
議
省
庁
連
絡
会
議
は
、
省
エ
ネ

推
進
の
た
め
、
６
月
９
日
に
「
夏
季
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
決
定

し
ま
し
た
。 

電
力
需
要
は
太
陽
光
発
電
の
出
力
が

減
少
す
る
点
灯
帯
（
17
：
00
～
２０:

00
）

頃
）
に
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の

時
間
帯
で
の
省
エ
ネ
・
節
電
の
取
組
が
重

要
で
す
。
公
表
さ
れ
た
家
庭
・
企
業
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
各
家
電
ご
と
の
省

エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
特
に
フ
ィ
ル

タ
ー
清
掃
の
重
要
性
か
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

 

国
土
交
通
省
は
、
令
和
４
年
度
環
境
・

ス
ト
ッ
ク
（
※
）
活
用
推
進
事
業
に
よ
り
、

戸
建
住
宅
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備

の
留
意
事
頂
を
整
理
し
て
解
説
し
た
『
戸

建
住
宅
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
』
を
作
成
し
て
ウ
ェ
ブ

上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
脱
炭
素
社
会
を

目
指
す
中
で
戸
建
住
宅
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
普
及
を
加
速
さ
せ
る
に
あ
た

り
、
既
存
の
資
料
で
は
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
『
住
宅
本
体
』
に
つ
い
て
の

留
意
事
項
に
関
し
て
、
適
切
な
情
報
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
戸
建
住
宅

を
対
象
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
を 

・
新
築
時
に
設
置
す
る
場
合 

・
新
築
時
に
は
設
置
し
な
い
が
将
来
的
な

後
載
せ
を
想
定
し
て
計
画
・
設
計
す
る
場

合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
前
提

と
し
て
い
な
い
既
存
住
宅
に
設
置
す
る

場
合 の

３
種
類
に
分
け
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
、

工
務
店
、
設
計
事
務
所
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
事
業
者
、
消
費
者
を
対
象
と
し
て

住
宅
側
の
留
意
事
項
を
整
理
し
、
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。 当

書
で
は
、
屋
根
材
ご
と
の
設
置
方
法
、

防
水
の
施
工
方
法
、
多
雪
地
域
・
塩
害
地

域
等
の
特
殊
な
環
境
下
で
の
対
策
な
ど
、

図
で
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
地
球
温
暖
化
等
も
含
め
た
基
礎

知
識
、
設
備
の
構
成
や
仕
組
み
、
設
置
・

運
転
維
持
費
用
、
廃
棄
費
用
の
目
安
、
法

的
手
続
き
な
ど
も
幅
広
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
に
関
わ
る
業
種

の
人
は
勿
論
、
太
陽
光
設
備
を
導
入
す
る

予
定
は
な
い
人
で
も
、
是
非
一
度
目
を
通

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 (

※)

ス
ト
ッ
ク 

戸
建
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
等
の
既
存

建
築
物
の
こ
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６
月
８
日
～
９
日
に
全
国
の
太
陽
光

発
電
オ
ー
ナ
ー
（
低
圧
・
高
圧
、
法
人
・

個
人
共
）
1011

人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た

「
太
陽
光
発
電
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ

る
と
、
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
に
何
か
突
発
的
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
経
験
が
あ
る
（
自
然
災
害
に
よ

る
も
の
を
除
く
）
」
と
答
え
た
人
は
46.2
％
。

ま
た
、
62.5
％
の
人
が
「
こ
れ
ま
で
に
発
電

量
が
落
ち
た
と
感
じ
た
経
験
が
あ
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
寿
命
は
２０
年
～
３０
年
と
さ
れ
て
お

り
、
他
の
精
密
機
械
と
比
較
す
る
と
耐
久

性
の
高
い
機
器
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、

太
陽
光
発
電
に
は
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
が

不
可
欠
で
す
。 

例
え
ば
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
―

の
給
気
穴
が
目
詰
ま
り
す
る
と
冷
却
性

能
が
低
下
し
て
半
導
体
が
過
熱
し
、
発
電

効
率
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
落

ち
葉
や
鳥
の
フ
ン
な
ど
で
パ
ネ
ル
の
一

部
分
が
覆
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
部
分

の
内
部
温
度
が
上
昇
し
て
焼
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
」
と
言
い
ま
す
が
、
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
」
を
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
は

43.4
％
で
し
た
。
こ
れ
は
火
災
の
原
因
に
も

な
る
た
め
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ

け
で
な
く
日
常
的
に
目
視
な
ど
の
自
主

点
検
も
併
せ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

  

 

原
則
、
１
つ
の
敷
地
に
は
１
棟
の
建
物 

 

建
築
確
認
に
は
「
一
敷
地
一
建
築
物
の

原
則
」
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
１
条
第
一
号

で
は
「
敷
地
」
と
い
う
言
葉
を
、
「
一
の

建
築
物
ま
た
は
用
途
上
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
２
以
上
の
建
築
物
の
あ
る
一
団

の
土
地
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。 

「
用
途
上
不
可
分
」
と
は
、
同
一
敷
地

内
に
２
棟
以
上
の
建
築
物
が
あ
り
、
各
棟

に
敷
地
分
割
す
る
と
、
用
途
上
の
機
能
が

満
た
さ
れ
な
い
状
況
を
指
し
ま
す
。
こ
う

し
た
建
築
物
群
は
、
一
般
的
に
は
敷
地
の

用
途
を
決
定
す
る
主
要
用
途
建
築
物
と

付
属
建
築
物
の
関
係
に
あ
り
、
「
用
途
上

不
可
分
の
関
係
」
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
ま

す
。 

 

水
回
り
の
あ
る
別
棟
は
「
可
分
」 

 

逆
に
、
「
用
途
上
可
分
」
と
は
、
各
棟

ご
と
に
敷
地
分
割
し
て
も
相
互
の
建
築

物
が
用
途
上
、
機
能
上
問
題
が
な
く
、
一

体
と
し
て
利
用
す
る
必
要
が
な
い
状
況

を
指
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
敷
地
を
分

割
し
な
い
と
各
棟
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

例
え
ば
、
２
世
帯
住
宅
を
計
画
す
る
場

合
、
水
回
り
３
点
セ
ッ
ト
（
浴
室
、
ト
イ

レ
、
キ
ッ
チ
ン
）
が
付
い
た
住
宅
を
１
つ

の
敷
地
内
に
２
棟
建
て
る
こ
と
は
用
途

上
「
可
分
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
あ
る
い

は
、
戸
建
て
住
宅
の
敷
地
内
に
ピ
ア
ノ
教

室
の
た
め
の
建
築
物
を
別
棟
と
し
て
計

画
す
る
場
合
、
別
棟
に
ト
イ
レ
や
洗
面
所

が
あ
る
と
「
可
分
」
と
判
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
複
数
棟
の
工
場
が
建
つ
敷
地
内

に
、
事
務
所
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
別
棟

で
事
務
所
棟
を
増
築
す
る
計
画
の
場
合
、

既
存
建
物
内
に
既
に
事
務
所
が
あ
る
と
、

別
棟
の
事
務
所
は
「
可
分
」
と
な
る
可
能

性
が
生
じ
る
の
で
、
建
築
主
事
等
へ
事
前

に
相
談
が
必
要
で
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

 

個
々
の
建
物
に
生
活
（
業
務
）
で
き
る

設
備
が
整
っ
て
い
る
と
、
別
棟
を
利
用
し

な
く
て
も
生
活
な
り
、
仕
事
が
で
き
る
建

物
で
あ
る
と
し
て
、
別
棟
と
判
断
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
際
は
、
個
々
の

建
物
を
常
に
利
用
す
る
立
場
で
あ
り
、
共

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
敷
地
を
分
け
る
こ
と
は
し
た
く
な

い
で
し
ょ
う
。 

要
す
る
に
、
個
々
の
建
物
が
生
活
す
る
う

え
で
（
利
用
す
る
上
で
）
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
に
な
る
建
物
で
あ
れ
ば
不
可

分
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
を
自
分
の
都
合
よ
く
解
釈
す
る
人

が
い
る
の
で
、
「
可
分
」
と
判
断
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に
検
査
機

関
に
説
明
し
、
理
解
さ
れ
れ
ば
不
可
分
と

し
て
判
断
し
て
く
れ
ま
す
。 

互
い
の
建
築
物
の
用
途
が
密
接
不
可
分

の
関
係
で
な
い
場
合
、
敷
地
を
分
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。 

住
宅
の
場
合
は
水
回
り
の
有
無
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

太
陽
光
発
電
設
備 

｢
突
発
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が 

起
き
た
こ
と
が
あ
る｣

４
割
強 
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渡
り
廊
下
で
つ
な
い
だ
だ
け
で
は
１
棟

と
み
な
さ
れ
な
い 

ア
ラ
カ
ル
ト
15
に
続
い
て
「
一
敷
地
一

建
築
物
の
原
則
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

建
築
基
準
法
施
行
令
第
１
条
第
一
号
（
敷

地
）
で 

一
の
建
築
物
ま
た
は
用
途
上
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
２
以
上
の
建
築
物
の
あ

る
一
団
の
土
地
を
い
う
。
と
あ
り
ま
す
。 

「
一
の
建
築
物
」
と
は
、
建
築
物
と
判

断
す
る
用
件
と
し
て
は
、
複
数
の
建
築
物

が
「
外
観
上
」
、
「
構
造
上
」
、
「
機
能

上
」
接
続
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
貝
体
的
に
は
以
下
の
用
件
が
考
え
ら

れ
ま
す
。 

①
外
観
上
一
体
で
あ
る
と
は
、
ど
の
方
向

か
ら
見
て
も
物
理
的
に
一
体
の
形
状
で

あ
り
、
１
棟
と
判
断
で
き
る
十
分
な
接
続

を
持
つ
建
築
物
。 

②
構
造
上
一
体
で
あ
る
と
は
、
床
ま
た
は

壁
を
共
有
し
、
１
棟
と
判
断
で
き
る
十
分

な
接
続
を
持
つ
建
築
物
。 

③
機
能
上
一
体
で
あ
る
と
は
、
接
続
し
て

い
な
け
れ
ば
い
ず
れ
か
の
建
築
物
に
必

要
な
機
能
を
満
足
し
な
い
部
分
が
生
じ

る
建
築
物
（
参
考
：
日
本
建
築
行
政
会
議

全
国
会
議
部
会
検
討
結
果
報
告
）
。 

 

例
え
ば
、
３
階
建
て
の
事
務
所
ビ
ル
で
、

２
棟
の
建
築
物
が
１
階
の
渡
り
廊
下
だ

け
で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

一
の
建
築
物
と
は
み
な
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

 

敷
地
を
分
割
す
る
と
個
別
に
規
制 

一
の
建
築
物
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合

で
も
、
敷
地
を
分
割
す
れ
ば
別
棟
と
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
、
各
棟
が

敷
地
分
割
に
伴
う
北
側
斜
線
、
敷
地
最
低

面
積
限
度
、
外
壁
後
退
規
制
な
ど
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
敷
地
を
分

割
す
る
と
、
一
般
的
に
は
他
方
の
敷
地
か

ら
の
規
制
（
北
側
・
高
度
斜
線
、
日
影
な

ど
）
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

団
地
な
ど
は
用
途
上
可
分
の
扱
い
に

な
る
た
め
、
一
団
地
認
定
（
建
築
基
準
法

第
86
条
認
定
）
に
よ
り
斜
線
な
ど
の
制
限

の
緩
和
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
さ

ら
に
高
密
度
に
建
て
る
た
め
に
、
無
理
矢

理
１
棟
扱
い
に
し
て
規
制
を
受
け
な
い

よ
う
に
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
が
、
１
棟
か
ど
う
か
を
め

ぐ
っ
て
訴
訟
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。 

 

別
棟
の
方
が
有
利
な
場
合
も 

逆
に
、
増
築
の
場
合
、
１
棟
と
判
断
さ

れ
る
と
既
存
遡
及
※
に
よ
っ
て
改
修
や
調

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
別
棟
に
す
れ

ば
遡
及
が
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
用
途
上
不
可
分
な
関
係
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
、「
一
の
建
築
物
」
か
「
別

棟
」
か
で
、
ど
ち
ら
が
有
利
に
な
る
か
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
部
分

な
の
で
、
明
ら
か
に
判
別
で
き
る
計
画
を

心
掛
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

※
既
存
遡
及
と
は
、
既
存
不
適
格
建
築
物

（
建
築
時
に
は
適
法
に
建
て
ら
れ
た
も

の
の
、
そ
の
後
、
法
改
正
等
に
よ
り
現
行

法
の
規
定
に
適
合
し
な
い
部
分
が
生
じ

た
建
築
物
）
の
、
現
法
に
お
い
て
の
不
適

合
部
分
に
つ
い
て
、
現
行
規
定
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
。 

  

【
ポ
イ
ン
ト
】 

 

複
数
の
建
築
物
が
外
観
上
、
構
造
上
、

機
能
上
接
続
し
て
い
る
場
合
、
「
一
の
建

築
物
」
と
判
断
で
き
ま
す
。 

敷
地
を
分
割
し
て
２
棟
建
て
る
と
、
斜

線
規
制
な
ど
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 
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（ 4）  2023 年（令和５年）10 月 30 日   NPO 法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 246号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 
２
０
２
３
年
度
第
２
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 
２
０
２
３
年
11
月
18
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
00
分
～
15
時
10
分 

 
 
 
 
 

（
途
中
10
分
間
休
憩
あ
り
） 

▽
場
所 

各
自
宅
等 

 
 
 
 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
） 

▽
講
演
内
容 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
た
め
の
法
律
知
識
」 

欠
陥
住
宅
紛
争
の
事
案
（
交
渉
・

調
停
・
訴
訟
）
を
素
材
に
建
築
Ｇ

メ
ン
と
し
て
の
関
与
の
あ
り
方
を

検
証
・
討
論
し
ま
す
。 

 

講
師 

永
井
崇
志 

（
弁
護
士
、
元
裁
判
官
） 

 

講
師 

赤
坂
裕
志 

（
弁
護
士
、
当
会
理
事
）  

▽
参
加
費 

会
員
３
千
円 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
８
０
５
・
３
７
４
１
） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

世
間
で
は
、
「
ＳＤＧS

」
が
浸
透
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
成
り
立
ち
は
、
2015
年
9
月
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
よ
る
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
「
我
々
の
世
界
を

変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

2030
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
で
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。 内

容
は
多
々
あ
り
、
一
般
消
費
者
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
直
接
的

な
も
の
は
、 

目
標
７ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に 

す
べ
て
の
人
々
の
、
安
価
か
つ
信
頼
で

き
る
持
続
可
能
な
近
代
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
。 

目
標
１１ 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を 

包
摂
的
で
安
全
か
つ
強
靭
（
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
）
で
持
続
可
能
な
都
市
及
び
人
間
居

住
を
実
現
す
る
。 

目
標
１３ 

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対

策
を 気

候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す

る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
。 

な
ど
が
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。 

消
費
電
力
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
努
力
す
れ
ば
か
な
う
と
思

い
ま
す
が
、
こ
と
、
太
陽
光
設
備
な
ど
の

建
築
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
意

が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

特
に
、
戸
建
住
宅
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
は
、
施
工
方
法
な
ど
に
よ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
事
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
設
計
者
や
施
工
者
及
び
メ
ー
カ

ー
な
ど
と
の
十
分
な
事
前
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

 

 
 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類     ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種があります。「義務
と権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


